
平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

七

号

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
運
用
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳

7



米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
運
用
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書

沖
縄
県
宜
野
湾
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
米
軍
普
天
間
飛
行
場
は
、
住
宅
密
集
地
に
囲
ま
れ
た
奇
異
な
位
置
関
係
と
併
せ

て
、
住
宅
地
上
空
で
の
旋
回
飛
行
訓
練
等
、
そ
の
異
常
な
訓
練
形
態
か
ら
、
い
つ
事
故
が
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
「
世

界
一
危
険
な
」
米
軍
基
地
で
あ
る
。
実
際
、
二
〇
〇
四
年
八
月
、
Ｃ
Ｈ
��
Ｄ
大
型
輸
送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、
隣
接
す
る
沖
縄
国

際
大
学
本
館
ビ
ル
へ
墜
落
炎
上
し
、
大
惨
事
と
な
っ
た
こ
と
は
未
だ
記
憶
に
新
し
い
。

上
記
墜
落
炎
上
事
故
を
受
け
て
日
米
両
政
府
は
、
昨
年
八
月
十
日
、
「
普
天
間
飛
行
場
に
係
る
場
周
経
路
の
再
検
討
及
び
更

な
る
可
能
な
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
検
討
に
関
す
る
報
告
書
」
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
同
報
告
書
で
示
さ
れ
た
安
全
対
策

は
、
不
十
分
で
あ
る
ば
か
り
か
、
新
た
に
設
定
さ
れ
た
飛
行
コ
ー
ス
す
ら
守
ら
れ
て
い
な
い
。
今
な
お
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場

周
辺
で
は
、
住
宅
地
上
空
で
の
頻
繁
な
旋
回
飛
行
が
継
続
さ
れ
、
墜
落
の
危
険
性
が
放
置
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
厳
し
く

批
判
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
間
、
宜
野
湾
市
は
、
米
海
軍
、
及
び
海
兵
隊
が
運
用
す
る
「
航
空
施
設
整
合
利
用
ゾ
ー
ン
（
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｚ
）
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
よ
る
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
安
全
評
価
に
加
え
て
、
独
自
に
入
手
し
た
米
海
軍
省
作
成
「
海
兵
隊
航
空
基
地
普
天
間
飛

行
場
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
一
九
九
二
年
版
」
に
お
け
る
ク
リ
ア
ゾ
ー
ン
（
利
用
禁
止
区
域
）
設
定
と
飛
行
パ
タ
ー
ン
、
飛
行
経
路

一



に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
運
用
形
態
が
、
米
軍
自
身
の
規
定
す
る
安
全

基
準
に
違
反
し
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

宜
野
湾
市
は
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
立
場
か
ら
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
即
時
の
運
用
停
止
、
早
期
返
還
を
日
米
両

政
府
に
強
く
求
め
て
い
る
。
運
用
停
止
を
求
め
る
要
請
行
動
の
一
環
と
し
て
、
伊
波
洋
一
市
長
等
は
、
去
る
七
月
二
十
七
日
よ

り
訪
米
し
、
ハ
ワ
イ
の
米
太
平
洋
軍
総
司
令
部
な
ど
を
訪
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
司
令
部
は
、
面
会
ば
か
り
か
要
請
文
の
受
け

取
り
す
ら
拒
否
し
、
基
地
被
害
を
受
け
続
け
る
地
元
自
治
体
の
訴
え
を
「
門
前
払
い
」
し
て
い
る
。
係
る
対
応
に
つ
い
て
伊
波

市
長
は
、
「
被
害
を
受
け
る
地
域
か
ら
の
要
請
に
対
応
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
米
軍
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
彼

ら
の
今
後
の
リ
ス
ク
の
方
が
大
き
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
識
者
は
「
（
安
全
基
準
は
）
彼
ら
自
身
の
ル
ー
ル
で
あ
り
、
米
軍
に

と
っ
て
�
不
都
合
な
真
実
�
な
の
だ
ろ
う
」
と
分
析
し
て
い
る
。
全
く
も
っ
て
同
感
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

米
軍
普
天
間
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
六
年
三
月
二
十
八
日
に
「
普
天
間
飛
行
場
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
規
制
措

置
」
が
、
日
米
両
政
府
間
で
合
意
さ
れ
て
い
る
。
合
意
さ
れ
た
措
置
事
項
と
し
て
、
「
進
入
及
び
出
発
経
路
を
含
む
場
周
経

路
は
、
で
き
る
限
り
学
校
、
病
院
を
含
む
人
口
稠
密
地
域
上
空
を
避
け
る
よ
う
に
設
定
す
る
」
等
、
十
二
項
目
が
あ
る
。
に

二



も
か
か
わ
ら
ず
、
日
米
両
政
府
が
、
昨
年
八
月
十
日
に
ま
と
め
た
「
普
天
間
飛
行
場
に
係
る
場
周
経
路
の
再
検
討
及
び
更
な

る
可
能
な
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
検
討
に
関
す
る
報
告
書
」
で
示
さ
れ
た
ヘ
リ
飛
行
訓
練
の
場
周
経
路
に
関
し
て
、
そ
の
西

側
旋
回
コ
ー
ス
は
、
市
立
普
天
間
中
学
校
上
空
を
含
め
て
、
半
分
以
上
が
住
宅
地
上
空
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
東
側
旋
回

コ
ー
ス
は
、
基
地
内
で
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
宜
野
湾
市
の
目
視
調
査
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
お
い
て
基
地
施
設

外
に
大
き
く
は
み
出
し
、
住
宅
地
上
空
や
市
役
所
、
商
業
施
設
上
空
を
頻
繁
に
飛
行
し
て
い
る
と
い
う
。
政
府
は
、
係
る
日

米
合
意
不
履
行
と
も
言
う
べ
き
米
軍
の
運
用
実
態
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

日
米
両
政
府
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
十
一
日
に
「
環
境
原
則
に
関
す
る
共
同
発
表
」
に
お
い
て
、
「
日
米
両
政
府
の
共
通

の
目
的
は
、
施
設
及
び
区
域
に
隣
接
す
る
地
域
住
民
並
び
に
在
日
米
軍
関
係
者
及
び
そ
の
家
族
の
健
康
及
び
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
で
あ
る
」
と
宣
言
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
環
境
管
理
基
準
に
つ
い
て
「
日
米
の
関
連
法
令
の
う
ち
、
よ
り
厳
し
い

基
準
を
選
択
す
る
と
の
基
本
的
考
え
の
下
で
作
成
さ
れ
る
日
本
環
境
管
理
基
準
（
Ｊ
Ｅ
Ｇ
Ｓ
）
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
」
と
し

て
い
る
。
米
軍
普
天
間
飛
行
場
は
、
日
本
環
境
管
理
基
準
が
適
用
さ
れ
る
米
軍
施
設
か
、
そ
れ
と
も
同
管
理
基
準
�－

��

「
免
責
」
の
項
目
に
規
定
さ
れ
る
免
責
対
象
施
設
で
あ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

政
府
は
、
米
海
軍
及
び
海
兵
隊
の
航
空
基
地
運
用
基
準
で
あ
る
「
一
般
飛
行
作
業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｏ
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｖ

三



Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｔ

�
�
�
�
�
�
�
�
Ｂ
）
」
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
航
空
施
設
整
合
利
用
ゾ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
以
下
、
「
Ａ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｚ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
）
の
存
在
を
承
知
し
て
い
る
か
。

四

滑
走
路
機
能
を
有
す
る
米
軍
普
天
間
飛
行
場
は
、
米
海
兵
隊
の
航
空
基
地
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

五

「
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｚ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
航
空
施
設
安
全
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
、
い
わ
ゆ
る
ク
リ
ア
ゾ
ー
ン
は
、
米
国
域
外
の
軍

事
施
設
に
も
適
用
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
ク
リ
ア
ゾ
ー
ン
は
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
を
は
じ
め
と
す
る
在

日
米
海
軍
、
及
び
海
兵
隊
航
空
基
地
の
全
て
に
適
用
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
上
記
航
空
基
地
の
全
て
に
お
い
て
、
ク
リ
ア
ゾ
ー
ン
が
設
定
、
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
な
施
設
名
を
列
挙
し

た
上
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

宜
野
湾
市
が
入
手
し
た
米
海
軍
省
作
成
「
海
兵
隊
航
空
基
地
普
天
間
飛
行
場
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
一
九
九
二
年
版
」
（
以

下
、
「
普
天
間
飛
行
場
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
い
う
）
に
よ
れ
ば
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
ク
リ
ア
ゾ
ー
ン
は
、
滑
走
路
の

両
端
か
ら
幅
が
約
四
百
五
十
七
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
百
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
が
約
九
百
十
四
メ
ー
ト
ル
の
台
形
区
域
で
あ
り
、

住
宅
の
建
設
等
、
土
地
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
報
道
に
よ
る
と
、
平
成
二
年
に
は
、
ク
リ
ア
ゾ
ー
ン
域
内
に
位
置
す
る

四



滑
走
路
南
側
の
五
階
建
て
ア
パ
ー
ト
（
宜
野
湾
市
真
栄
原
の
土
地
約
五
百
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
日
本
政
府
が
買
い
取

り
、
「
高
度
制
限
に
伴
う
保
安
用
地
」
と
し
て
建
造
物
を
撤
去
の
上
、
「
海
兵
隊
施
設
」
と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
米
軍
に

提
供
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
ア
パ
ー
ト
撤
去
に
つ
い
て
は
、
「
普
天
間
飛
行
場
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
同
飛
行
場
の

安
全
確
保
の
取
り
組
み
の
実
例
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
米
軍
は
、
滑
走
路
南
進
入
路
の
延
長
線
上
に
位
置

す
る
民
間
鉄
塔
（
宜
野
湾
市
大
謝
名
）
を
撤
去
す
る
よ
う
、
日
本
政
府
を
通
じ
て
所
有
者
に
要
請
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
政

府
に
よ
る
係
る
ア
パ
ー
ト
の
買
い
取
り
と
撤
去
、
及
び
米
軍
へ
の
用
地
提
供
、
並
び
に
民
間
鉄
塔
撤
去
の
要
請
は
事
実
で
あ

る
の
か
、
撤
去
の
理
由
を
含
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
ク
リ
ア
ゾ
ー
ン
域
内
や
隣
接
す
る
周
辺
地
域
の
土
地
利
用
制
限
を
せ
ず
に
、

市
街
地
化
を
黙
認
・
放
置
し
て
き
た
責
任
の
所
在
が
、
日
米
両
政
府
の
い
ず
れ
に
あ
る
と
考
え
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
含
め

て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
ク
リ
ア
ゾ
ー
ン
域
内
に
は
、
市
立
普
天
間
第
二
小
学
校
、
新
城
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
共
施
設
や

保
育
所
、
医
院
な
ど
が
十
八
施
設
、
住
宅
が
約
八
百
十
四
棟
存
在
し
、
域
内
人
口
は
約
三
千
六
百
人
に
及
ぶ
。
こ
の
こ
と

は
、
宜
野
湾
市
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
米
軍
自
身
が
ク
リ
ア
ゾ
ー
ン
の
検
証
を
し
て
こ
な
か
っ
た
証
左
で
あ
り
、
明
ら
か
に

五



米
海
兵
隊
に
よ
る
「
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｚ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
運
用
基
準
違
反
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
で
八
月
十
九
日
、
米
軍
普
天
間

飛
行
場
の
リ
オ
・
フ
ァ
ル
カ
ン
司
令
官
は
、
視
察
に
訪
れ
た
沖
縄
県
議
会
・
米
軍
基
地
関
係
特
別
委
員
会
一
行
に
対
し
て
、

「
（
米
軍
普
天
間
飛
行
場
は
）
米
国
内
法
を
必
要
に
応
じ
て
調
整
し
な
が
ら
運
用
し
て
い
る
。
国
際
航
空
規
定
の
範
囲
で
運

用
し
て
お
り
、
（
ク
リ
ア
ゾ
ー
ン
）
違
反
で
は
な
い
」
と
の
認
識
を
示
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
地
元
自
治
体
（
宜
野
湾

市
）
と
米
軍
の
認
識
が
異
な
る
中
、
政
府
は
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
運
用
実
態
に
つ
い
て
、
米
軍
の
安
全
基
準
違
反
で
あ
る

と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
際
、
安
全
基
準
違
反
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
米
政
府
に
対
し
て
同

飛
行
場
の
即
時
の
運
用
停
止
を
求
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
他
方
、
安
全
基
準
違
反
で
な
い
と
の

認
識
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

去
る
七
月
三
十
一
日
、
政
府
と
沖
縄
県
の
間
で
「
普
天
間
飛
行
場
の
周
辺
の
危
険
性
除
去
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

（
作
業
班
）
」
が
発
足
し
た
。
宜
野
湾
市
と
宜
野
湾
市
議
会
は
、
同
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
へ
の
参
加
と
地
元
で
の
公
聴
会
開

催
、
及
び
米
軍
が
規
定
す
る
安
全
基
準
の
問
題
に
つ
い
て
、
同
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
議
題
と
し
て
正
式
に
取
り
上
げ
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
政
府
に
、
係
る
宜
野
湾
市
の
要
望
を
受
け
入
れ
る
意
思
は
あ
る
の
か
否
か
、
そ
の
理
由
を
含
め
て
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

六



十

防
衛
省
は
、
去
る
八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
運
用
実
態
に
つ
い
て
米
軍
機
の
飛
行
航

跡
の
観
測
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
は
、
客
観
的
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
上
記
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
検
討
資
料
に
供
す
る
こ

と
が
目
的
だ
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
在
沖
米
海
兵
隊
報
道
部
に
よ
る
と
、
調
査
期
間
七
日
間
の
う
ち
、
米
軍
は
四
日
間
を
休

日
と
し
て
い
た
。
調
査
期
間
の
短
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
期
間
の
過
半
が
休
日
で
は
、
実
態
に
即
し
た
デ
ー
タ
が
収
集
で

き
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
一
方
で
、
政
府
は
来
年
度
よ
り
、
年
間
を
通
じ
て
二
十
四
時
間
の
航
跡
調
査
を
実
施
す
る

方
針
で
あ
る
と
い
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
は
、
本
年
度
実
施
済
み
の
調
査
結
果
報
告
書
を
検
討
資
料

と
せ
ず
、
よ
り
正
確
な
デ
ー
タ
収
集
が
期
待
で
き
る
来
年
度
実
施
の
調
査
結
果
報
告
書
を
検
討
資
料
に
用
い
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
一

去
る
八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
の
航
跡
調
査
は
、
航
跡
測
定
器
を
持
つ
民
間
業
者
に
委
託
し
た
上
で
、
五
ヵ

所
の
観
測
地
点
を
設
け
て
実
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
来
年
度
実
施
予
定
の
航
跡
調
査
は
、
防
衛
省
が
航
跡
測
定
器

と
カ
メ
ラ
各
一
台
を
購
入
し
て
対
応
す
る
よ
う
だ
が
、
た
っ
た
一
地
点
に
お
け
る
観
測
調
査
で
、
広
大
な
普
天
間
飛
行
場
周

辺
を
飛
び
回
る
米
軍
機
の
航
跡
を
正
確
に
把
握
で
き
る
の
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
、
次
年
度
以
降
に
複
数
の
航

跡
測
定
器
の
購
入
等
、
必
要
な
調
査
機
器
を
調
達
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
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十
二

米
軍
普
天
間
飛
行
場
を
離
発
着
す
る
米
軍
機
の
騒
音
測
定
に
関
し
て
、
中
城
村
字
久
場
に
設
置
し
た
航
空
機
騒
音
測
定

器
が
、
六
月
か
ら
運
用
を
停
止
し
て
い
る
。
停
止
の
理
由
に
つ
い
て
、
沖
縄
防
衛
局
は
「
設
置
場
所
は
車
の
騒
音
な
ど
が
発

生
す
る
た
め
、
音
源
を
米
軍
機
と
特
定
す
る
の
は
難
し
い
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
設
置
場
所
の
変
更
な
ど
に
よ
る
測
定
再

開
の
目
途
は
、
未
だ
に
立
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
間
、
中
城
村
は
、
運
用
停
止
中
で
あ
る
同
村
字
久
場
に
お
け
る

早
期
の
測
定
再
開
の
他
、
南
上
原
、
登
又
、
津
覇
、
浜
の
計
四
ヵ
所
に
も
測
定
器
を
設
置
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
係
る
中

城
村
の
要
請
に
対
し
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
平
成
十
九
年
度
予
算
で
字
久
場
に
測
定
器
一
機
を
設
置
し
、
残
り
の
四
機
に
つ
い

て
は
「
本
年
度
以
降
に
検
討
す
る
」
旨
、
同
村
に
回
答
し
て
い
る
。
政
府
は
、
残
り
の
四
機
の
測
定
器
を
設
置
し
、
字
久
場

の
測
定
器
も
航
空
機
信
号
を
受
信
す
る
機
種
に
変
更
で
き
る
よ
う
、
早
急
に
予
算
措
置
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

十
三

中
城
村
の
担
当
課
に
よ
る
と
、
字
久
場
に
お
け
る
本
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
騒
音
測
定
デ
ー
タ
は
、
沖
縄
防
衛
局
よ

り
提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
地
域
住
民
の
基
地
被
害
実
態
を
把
握
す
る
上
で
も
、
騒
音
デ
ー
タ
が
地
元
自
治

体
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
事
実
は
問
題
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
沖
縄
防
衛
局
が
宜
野
湾
市
や
嘉
手
納
町
で
測
定
し
て
い
る

デ
ー
タ
と
同
様
、
中
城
村
に
お
い
て
も
毎
月
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
開
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
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中
城
村
に
対
し
て
騒
音
測
定
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
こ
な
か
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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